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 河合 伸也 山口大学名誉教授（医学部整形外科） 

整形外科学、リハビリテーション医学 
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 岡崎 令治 名古屋大学分子生物学研究施設教授 

分子生物学  
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障害保健福祉総合研究事業事前評価委員名簿 

（○：委員長） 

 北沢 清司 高崎健康福祉大学健康福祉研究科保健福祉学専

攻・健康福祉学部保健福祉学科 教授 

障害者福祉論 

 「放課後児童クラブにおける障害児の受け入れに関する調査研究」北沢清司他著．

平成１３年度厚生労働省児童環境つくり等総合調査研究報告書(2002) 
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栗田 広 社会福祉法人全国心身障害児福祉財団 

全国療育相談センター・センター長 

児童精神医学 
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医療福祉学、心理学 

 重度心身障害への生理心理学的接近－自己表現、自己実現と自己コント

ロール－，山村健，関西学院大学博士論文，1990 

 知的障害児施設に関する実態と課題把握のための調査「知的障害児施設
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越野好文 粟津神経サナトリウム・顧問 

精神医学 
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関 寛之 目白大学保健医療学部教授 

整形外科学 
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